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一般社団法人日本鉄鋼協会 第 185 回春季講演大会開催概要

日本鉄鋼協会第 185 回春季講演大会は、東京大学 駒場Ⅰキャンパスでの現地開催といたします。徹底した感染予防対策を講じて、

開催して参りますので、皆様のご理解ご協力をお願い申し上げます。講演大会や併催イベントに参加を希望される場合は、必ず本会ウェ

ブサイトからの事前参加申込が必要です。当日、現地での参加受付は行っておりませんので、ご了承ください。

ただし、今後の状況によっては完全オンライン開催となる場合もございます。最新情報は本会ホームページをご確認ください。

URL：https://isij.or.jp/  

開催日 2023 年 3 月 8 日（水）～10 日（金）

日 程 ＊毎日、受付での検温が必須となっております。今回、日本金属学会との合同懇親会は開催いたしません。

3 月 8 日（水） 3 月 9 日（木） 3 月 10 日（金）

受付 受付 8:15～14:00 受付

講演 講演 9:00～16：00 講演

8:15～16:00 

9:00～13:00 

14:00～16:20 名誉会員推挙式・一般表彰

授賞式・特別講演会

8:15～16:00 

9:00～17：30 

13:00～15:30 学生ポスターセッション（12:30～

13:00 は評価員のみ入場可）

18:00～18:30 学生ポスターセッション表彰式

開催場所
東京大学 駒場Ⅰキャンパス（〒153-8902 東京都目黒区駒場 3-8-1）

＊講演会場までのアクセス

【最寄り駅から】京王井の頭線・駒場東大前駅、東大口より徒歩 0 分。

【主要駅から】

・渋谷駅(JR、東京メトロ、東急電鉄)から京王井の頭線（吉祥寺方面行）を利用し、駒場東大前駅で下車。

・下北沢駅（小田急線）及び明大前駅(京王線)から京王井の頭線（渋谷方面行）を利用し、駒場東大前駅下車。

※各駅停車のみ停車です。急行は止まりませんのでご注意ください。

詳細は、東京大学ホームページをご覧ください。

URL：https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/about/campus-guide/map02_02.html

新型コロナウイルス感染拡大防止対策について
第185回春季講演大会を現地開催するにあたり、新型コロナウイルスの感染予防対策として、以下の取り組みを行います。ご不便ご

迷惑をおかけいたしますが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、 ご理解ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

なお、今後の状況変化を踏まえて本対策は随時更新してまいります。詳細は下記URLをご確認ください。

URL： https://www.isij.or.jp/meeting/2023spring/data/announce.pdf

〈感染症予防対策として実施する項目〉

・受付の混雑緩和、滞在時間短縮のため、大会参加申込をオンライン申込のみに限定

・大会期間中は参加者リストを毎日作成し、必要に応じて公的機関に提供

・新型コロナウイルスに感染している疑いのある方の来場自粛のお願いアナウンス

・講演大会受付前での検温実施

・会場内での常時マスク着用のお願い

・会場内各所へ手指消毒液を設置

・講演会場内の適切な間隔確保のお願い、および入退室ルートの指定等の密集回避対策の実施

・講演者と聴講者の間へのパーティション設置等、会場内の飛沫飛散防止対策の実施

・定期的な窓開け等による、会場内の換気の励行

・マイク、演台、PC 接続ケーブル等、会場内の共有部分の定期的な消毒

・飲食時の黙食等の励行

・大声や咳等のエチケット順守の呼びかけ

※大会当日、体調不良および発熱等の症状がみられた場合は、必ずお近くのスタッフにお声掛けいただき、その指示に従ってくださ

い。

※会場外においても国、東京都、各所属組織のルールに従い、感染予防を心掛けていただきますようお願いいたします。

※講演大会会期中に、新型コロナウイルス陽性と診断された方の講演大会参加が確認された場合、その後の日程を中止する場合が

あります。その場合は本会キャンセルポリシーに従い、お支払いいただいた概要集購入費は返金いたしません。悪しからずご了承く

ださい。
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***学生ポスターセッションのご案内***

多くの学生に講演大会参加と発表の機会を提供するため学生ポスターセッションを行います。また、特に優れているポスターを選出

し、表彰式にて発表いたします。皆様のご参加をお待ちしております。

ポスター発表
日   時：2023年3月9日(木) 13:00～15:30 （12:30～13:00は評価員のみ入場可）

場   所：21KOMCEE West 地下1階MMホール（K003）、1階K101

参加方法：第185回春季講演大会の参加申込をされた方、併催イベント参加申込をされた方がご参加いただけます。

＊当日15:30～16:00はポスター展示のみしております。

ポスターセッション表彰式
日   時：2023年3月9日(木) 18:00～18:30

場   所：21KOMCEE West 地下1階レクチャーホール（K001）

参加方法：第185回春季講演大会の参加申込をされた方、併催イベント参加申込をされた方がご参加いただけます。

第185回春季講演大会運営委員一覧表

会場名
3 月 8 日（水） 3 月 9 日（木） 3 月 10 日（金）

午前 午後 午前 午後 午前 午後

会場 1（1号館2階 157） - - 鈴木茂 吉岡孝宜
男女共同参画

ランチョンミーティング

会場 2（7 号館 2 階 721） 討論会 - 折本隆 村上太一 川畑涼 鈴木陵平

会場 3（7 号館 2 階 723） 埜上洋 - シンポジウム 迎孝征 愛澤禎典

会場 4（1 号館 1 階 106） - - シンポジウム シンポジウム 柏谷悦章 盛田元彰

会場 5（1 号館 1 階 105） 討論会 - 原健一郎 討論会 上岡悟史 原島亜弥

会場 6（1 号館 1 階 104） 楢崎博司 部会集会
梅垣嘉之

平章一郎 - 部会集会
堀本雅之

会場 7（1 号館 2 階 159） - シンポジウム 共同セッション 澤田浩太 小林覚

会場 8（1 号館 2 階 162） 鳥塚史郎 - 討論会 中田伸生 髙橋学 -

会場 9（7 号館 2 階 722） 潮田浩作 - 末廣龍一 小山敏幸 土山聡宏 宮本吾郎

会場 10（7 号館 2 階 724） - - シンポジウム 小柳禎彦 - -

会場 11（7 号館 3 階 741） 大村朋彦 - 河盛誠 秋山英二 シンポジウム 柴田暁伸

会場 12（7 号館 3 階 742） - シンポジウム 今宿晋 板橋大輔 - シンポジウム
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日本鉄鋼協会・日本金属学会共同セッション
3月9日 会場7（1号館2階 159）

チタン・チタン合金1
9:30-10:30 座長　御手洗容子 [東大]

J1	 Ti-Cr系およびTi-Mo系超弾性合金の開発と比較
	 	 東工大　○細田秀樹・野平直希，　東北大　朴珉秀，　大阪産技研　岩崎真也，　
	 	 東工大　邱琬婷・海瀨晃，　朝日インテック　草野泰宏，　東北大　田原正樹	 ・・・	 298

J2	 ゴムメタルTi-36Nb-2Ta-3Zr-0.4O合金における特異な変形帯
	 	 京大　○橋野達郎・吉田周平，　京大、大連理工大　B. Yu，　京大　辻伸泰	 ・・・	 299

J3	 Oxygen interstitials make metastable β titanium alloys strong and ductile
	 	 Kyoto Univ.　○Y. Chong・G. Reza・G. Baoqi・Z. Guohua・N. Tsuji	 ・・・	 300

チタン・チタン合金2
10:50-11:50 座長　田原正樹 [東工大]

J4	 重ね合わせ圧縮によるTi-Mo合金積層材の作製
	 	 物材機構　○江村聡・上路林太郎	 ・・・	 301

J5	 Microstructural evolution of near-beta Ti6246 alloy processed using laser powder bed fusion (LPBF)
	 	 The Univ. of Tokyo　○C. Prince・S. Matsunaga，　NIMS　Y. Toda，　Osaka Univ.　R. Ozasa，　
	 	 Osaka Univ., Univ. of Toyama　T. Ishimoto，　Osaka Univ.　T. Nakano，　
	 	 The Univ. of Tokyo　Y. Yamabe-Mita	 ・・・	 302

J6	 Ti-5553合金の昇温に伴う相変態挙動のIn-situ HEXRD法およびHREM法による研究
	 	 岡山理科大　○助台榮一，　ロレーヌ大　グティー エリザベス，　ツールーズ大　ダーメ ムカーナ，　
	 	 広島県総合技研　田邊栄司	 ・・・	 303

チタン・チタン合金3
13:00-14:00 座長　塚本元気 [日本製鉄]

J7	 (α+α')duplex組織を呈すTi-6Al-4V合金の時効硬化とTEM解析
	 	 香川大　○松本洋明・吉岡遼太，　熊本大　木口賢紀	 ・・・	 304

J8	 Ti-Al-V合金の組織形成に及ぼす冷却速度と不純物元素の影響
	 	 熊本大　○木口賢紀・角田昂駿・白石貴久	 ・・・	 305

J9	 Ti-Fe-Cu-Al合金の微細構造に与える冷却速度とCu添加の効果
	 	 熊本大　○白石貴久・木口賢紀	 ・・・	 306

チタン・チタン合金4
14:20-15:20 座長　白石貴久 [熊本大]

J10	 計算材料科学によるチタン表面酸化に及ぼす合金元素の影響評価
	 	 物材機構　○佐原亮二，　IISER　K. Kanika，　物材機構　B. Kr. Somesh，　
	 	 IISER　G. Prasenjit，　東北大　上田恭介・成島尚之	 ・・・	 307

J11	 Systematic study and machine learning approaches to assess the tensile properties of a
	 	 Ti-6Al-2Sn-4Zr-2Mo-Si having α+α’microstructures
	 	 香川大　○S. Irvin・松本洋明，　IMT Albi　V. Vincent	 ・・・	 308

J12	 微視的弾性論に基づいた多元系β型Ti合金の単結晶ヤング率の推定
	 	 日本製鉄　○石黒雄也・塚本元気・西山真哉・國枝知徳	 ・・・	 309

チタン・チタン合金5
15:40-16:40 座長　松本洋明 [香川大]

J13	 工業用純チタンの活動双晶系に及ぼす変形温度と結晶粒径の影響
	 	 日本製鉄　○塚本元気・國枝知徳，　九大　山﨑重人・光原昌寿・中島英治	 ・・・	 310

J14	 マイクロ引張試験によるバスケットウィーブ組織を有するTi-6Al-4V積層造形体の力学特性評価
	 	 熊本大　○郭光植・岡陽樹・眞山剛・峯洋二	 ・・・	 311

J15	 Ti-Al-Fe合金のdwell疲労損傷蓄積と局所ひずみ集中
	 	 横国大　○赤川佑輔・梅澤修	 ・・・	 312

30



3131



3232



3333



3434



3535



3636



3737



3838



3939



4040



AM PM AM PM AM PM

Session Room 1

Bldg.1 2ndFl.

Room157

- -

Properties of liquid materials /

Evaluation of segregation and

defect during solidification

［7-14］（9:00-12:00）

Solidification and structure /

Continuous casting and

solidification 1・2

［15-25］（13:00-17:20）

- -

Session Room 2

Bldg.7 2ndFl.

Room721

Latest researches for

clarification of the evolution

mechanism of inclusions during

steel solidification process

［D1-D8］（9:00-12:40）

-

New ironmaking process /

Properties of agglomerates

［26-31］（9:30-11:50）

Raw materials treatment

［32-36］（15:00-16:40）

Thermodynamics / Hot metal

treatment・Transport

phenomena・New smelting and

refining process

［37-44］（9:00-12:00）

LD・EAF / Slag･Refractories

［45-51］（13:00-15:20）

Session Room 3

Bldg.7 2ndFl.

Room723

Blast furnace 1・2

［1-6］（9:30-11:50）
-

Young engineer session of

coke-making 1・2

［52-59］（9:00-12:00）

Coal and coke

［60-62］（13:00-14:00）

Session Room 4

Bldg.1 1stFl.

Room106

- -

Mid-term report of ISIJ innovative

program for advanced technology

"Sustainable clean Cr steel

production process"

（9:00-11:30）［Charge-Free］

Data science for deterioration

diagnosis of infrastructure Ⅲ

（13:00-17:00）［Charge-Free］

Novel H2 production/utilization

technology and CO2
decomposition/removal

technology for the achievement

of carbon neutrality 1・2

［63-68］（9:50-12:00）

Cultural property, and recycle of

slags

［69-73］（13:00-14:40）

Session Room 5

Bldg.1 1stFl.

Room105

Needs for tubes with uneven

thickness and their

manufacturing and forming

techniques 4

［D9-D15］（9:00-12:30）

-
Deformation / Casting, forging

［85-90］（9:20-11:40）

Stabilization technology for

manufacturing and strip threading

in a continuous process (Warped,

bended, meandered, and shaped)

［D16-D21］（13:00-16:50）

Manufacturing technology for

high-quality, high-performance

rods and wires / Cooling・Plant

equipment

［91-96］（9:20-11:40）

Surface control /

Steel sipe, Welding

［97-102］（13:00-15:20）

Instrumentation

［82-84］（9:30-10:30）

Machine structural steel

［123-125］（11:00-12:00）

Session Room 7

Bldg.1 2ndFl.

Room159

-

Establishment of microstructure

design principles for fracture-

resistant ductile two-phase Titanium

alloys

（13:00-16:20）［Charge-Free］

ISIJ and JIM joint session

Titanium and its alloys

1・2

［J1-J6］（9:30-11:50）

ISIJ and JIM joint session

Titanium and its alloys

3・4・5

［J7-J15］（13:00-16:40）

Heat resistant steels 1・2

［184-190］（9:00-11:40）

Heat resistant steels 3 / Heat

resistant alloys

［191-198］（13:00-16:00）

Session Room 8

Bldg.1 2ndFl.

Room162

Toughness and ductility /

Fatigue

［103-110］（9:00-12:00）

-

Investigation of bio-corrosion of

structural materials -diagnosis

and analysis-III

［D22-D26］（9:00-12:00）

Strength and deformation

behavior 1・2

［137-145］（13:00-16:20）

Strength and deformation

behavior 3・4

［199-206］（9:00-12:00）

-

Session Room 9

Bldg.7 2ndFl.

Room722

Segregation and precipitation /

Recrystallization and growth

［111-118］（9:00-12:00）

-
Electrical steel / Texture

［146-152］（9:00-11:40）

Modeling・Simulation 1・2

［153-158］（13:00-15:20）

Diffusional and diffusionless

transformations 1・2

［207-214］（9:00-12:00）

Diffusional and diffusionless

transformations 3

［215-218］（13:00-14:20）

Session Room 10

Bldg.7 2ndFl.

Room724

- -

Microstructure of stainless steels

and its corrosion phenomena

(behavior)

（9:00-11:45）［Charge-Free］

Stainless steel 1・2

［159-165］（14:30-17:10）
- -

Session Room 11

Bldg.7 3rdFl.

Room741

Hydrogen embrittlement 1

［119-122］（10:40-12:00）
-

Hydrogen embrittlement 2・3

［166-173］（9:00-12:00）

Hydrogen embrittlement 4・5

［174-183］（13:00-16:40）

Trends in evaluation on hydrogen

permeation process for steel

materials corrosion I

（9:45-11:40）［Charge-Free］

Hydrogen embrittlement 6

［219-223］（13:00-14:40）

Session Room 12

Bldg.7 3rdFl.

Room742

-

Stress/strain analysis and material

properties based on hierarchical

microstructure

（13:00-17:00）［Charge-Free］

Elemental analysis・Crystal

structure analysis / Surface and

state analysis

［224-230］（9:00-11:40）

Advanced analysis and evaluation

technologies for steel materials

1・2・3

［231-241］（13:00-17:20）

-

New era of compact neutron sources

optimized for structural materials

（12:30ｰ16:00）［Charge-Free］

JIM Room A

Bldg.1 1stFl.

Room109

- - -

ISIJ and JIM joint session

Physico-chemical properties of

high temperature melts 1・2・3

［J16-J25］（13:00-16:50）

- -

-

Ceremony of conferment of the

honorary membership and prize

awarding, Special lecture meeting

（14:00-16:20

at Lecture Theater）

- -

Poster Session for Students

 （13:00-15:30 at 21 KOMCEE West K003, K101）[Charge-Free]

Poster Session Award Ceremony

 （18:00-18:30 at 21 KOMCEE West K001）[Charge-Free]

The timetable of the 185th ISIJ Meeting
(March 8-10, 2023 at The University of Tokyo)

March. 10 （Fri.）
Session Room

March. 8 （Wed.） March. 9 （Thu.）

Session Room 6

Bldg.1 1stFl.

Room104

-

Control and system /Machine

learning

［74-81］（9:00-12:00）

Coating and corrosion 1・2・3

［126-136］（13:00-17:20）
- -

Cokemaking technology for low CO2 emission and for

extending available resources

（10:00ｰ17:00）［Charge-Free］

[ ]： Lecture Number

( )： Lecture Time

: Event to be held during the 185th ISIJ Meeting (Symposium, Poster Session for students)
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OIM Analysis 8
A standard EBSD tool for microstructure analysis

EBSD法法をを用用いいたたミミククロロなな材材料料組組織織解解析析機機能能をを一一段段とと強強化化ししたた OIM Analysis 8 をを
リリリリーーススししままししたた。。EBSD法法でではは、、デデーータタ測測定定後後のの解解析析ががよよりり大大ききなな比比重重をを占占めめ、、測測
定定ししたたデデーータタかかららどどれれだだけけのの情情報報をを引引きき出出すすかかはは、、そそのの解解析析ソソフフトトのの機機能能でで決決ままりりまま
すす。。OIM Analysis はは最最もも解解析析力力ののああるるEBSD法法解解析析ソソフフトトととししてて愛愛用用さされれてていいまますす。。
OIM Analysis 8 でではは 次次ののよよううなな機機能能がが新新たたにに追追加加さされれままししたた。。

 相相関関ププロロッットトのの作作成成
 OIM Analysis8 上上ででEBSDパパタターーンンをを用用いいたた指指数数付付けけがが可可能能
 OIM Analysis8 上上ででChiScan のの実実施施がが可可能能
 ママッッププ位位置置にに対対応応ししたたEBSDパパタターーンンのの表表示示がが可可能能(EBSDパパタターーンン保保存存時時)
 Highlight機機能能のの強強化化
 アアモモルルフファァスス相相等等パパタターーンンがが得得らられれなないい部部分分をを一一つつのの相相ととししてて取取扱扱いいがが可可能能
 HDF5フフォォーーママッットト形形式式にによよるるデデーータタ保保存存がが可可能能
 Multi-core CPU 対対応応ののココーーデディィンンググにによよりり、、大大ききなな画画像像のの高高速速表表示示にに対対応応
 NPAR (Neighbor Pattern Averaging and Re-indexing) 機機能能をを用用いいたた再再指指

数数付付けけのの実実施施 (Option)

In-Situ 実実験験装装置置
TSL ソソリリュューーシショョンンズズでではは、、OIM とと組組みみ合合わわせせてて使使用用すするる、、試試料料加加熱熱装装置置、、

試試料料引引張張装装置置、、試試料料曲曲げげ装装置置ななどどのの開開発発･･設設計計･･製製造造･･販販売売をを行行っってていいまますす。。試試料料
加加熱熱装装置置でではは、、初初めめてて試試料料加加熱熱温温度度1000ﾟ゚C ににてて安安定定ししたたOIM観観察察をを可可能能ととししまま
ししたた。。ままたた試試料料引引張張装装置置ににはは圧圧縮縮試試験験用用オオププシショョンンジジググもも用用意意ししままししたた。。

OIM 用用試試料料引引張張装装置置(Max 1500N) OIM 用用試試料料加加熱熱装装置置(Max 1100ﾟ゚C)

株株式式会会社社 TSL ソソリリュューーシショョンンズズ
252-0131 神神奈奈川川県県相相模模原原市市緑緑区区西西橋橋本本55--44--3300 SSIICC22--440011

TTEELL:: 004422--777744--88884411,, FFAAXX:: 004422--777700--99331144
ee--mmaaiill:: iinnffoo@@ttsslljjaappaann..ccoomm
HHoommeeppaaggee:: wwwwww..ttsslljjaappaann..ccoomm
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技術報告書発行サポートのご案内
学術専門印刷会社による、
技術報告書発行サポート
始めました！
■ 当社は、以下の3つのValueで、お客様のお悩みの解決、
ご希望の実現をいたします。
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